研究会のお知らせ

（社）日本応用磁気学会　第15回化合物新磁性材料専門研究会

　　　　　「最近の新しいインターカレーション化合物とその物性」

　最近、水インターカレーションより超伝導を示す酸化物が発見され、話題になっています。この発見を切掛けに水インターカレーションによる新物性、新機能創出を目指した物質開発が活発になっています。本研究会では最近発見されたインターカレーション化合物の例を5人の先生に紹介していただきます。挿入された水や原子が結晶構造や物性に与える影響を議論し、インターカラントの役割について知見を深めるのが会の主旨です。


日時：2005年1月21日（金）13:30－
場所：東京大学工学部6号館3階セミナーA室、

　　　　東京都文京区本郷7-3-1、Tel: 03-5841-6800
参加費：無料

参加申込：当日受付

　　　　　　　　　　　　　　　　　プログラム（敬称略）

13:30-13:35　はじめに
13:35-14:15　桜井裕也（物材機構） 「NaxCoO2・yH2Oの合成と物性」
14:15-14:55　鹿野昌弘（産総研） 「Na-Ru-O系化合物の結晶構造と磁性」
14:55-15:35 　上原政智（横国大院） 「SrRh2O4 yH2Oの合成と物性」

休憩

15:50-16:30 野原実（東大新領域） 「水和した層状硫化物の超伝導」
16:30-17:10　舟橋良次　（産総研） 「Bi2Sr2Co2O9 へのインターカレーションと熱電特性」


詳細は下記までお問い合わせ下さい。
〒277-8581 千葉県柏市柏の葉5-1-5 東京大学物性研究所　村岡祐治
TEL 04-7136-3447; FAX 04-7136-3446; E-mail: muraoka@issp.u-tokyo.ac.jp
